聖霊降臨節第19主日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年10月12日

「暗闇を照らすあけぼのの光」
マラキ書3章20節
3:20 しかし、わが名を畏れ敬うあなたたちには／義の太陽が昇る。その翼にはいやす力がある。あなたたちは牛舎の子牛のように／躍り出て跳び回る。

ルカによる福音書1章67～80節
1:67 父ザカリアは聖霊に満たされ、こう預言した。
 1:68 「ほめたたえよ、イスラエルの神である主を。主はその民を訪れて解放し、
 1:69 我らのために救いの角を、／僕ダビデの家から起こされた。
 1:70 昔から聖なる預言者たちの口を通して／語られたとおりに。
 1:71 それは、我らの敵、／すべて我らを憎む者の手からの救い。
 1:72 主は我らの先祖を憐れみ、／その聖なる契約を覚えていてくださる。
 1:73 これは我らの父アブラハムに立てられた誓い。こうして我らは、
 1:74 敵の手から救われ、／恐れなく主に仕える、
 1:75 生涯、主の御前に清く正しく。
 1:76 幼子よ、お前はいと高き方の預言者と呼ばれる。主に先立って行き、その道を整え、
 1:77 主の民に罪の赦しによる救いを／知らせるからである。
 1:78 これは我らの神の憐れみの心による。この憐れみによって、／高い所からあけぼのの光が我らを訪れ、
 1:79 暗闇と死の陰に座している者たちを照らし、／我らの歩みを平和の道に導く。」
 1:80 幼子は身も心も健やかに育ち、イスラエルの人々の前に現れるまで荒れ野にいた。

1 　
　　10月に入り随分と日が短くなりました。昨日は日の入りが午後5時18分だそうです。夏の暑い時だと午後7時ごろでも明るかったのですが、今は午後5時を過ぎるともう暗くなってきます。この時期は日の入りが早くなるだけでなく、日の出も時間が遅くなっています。日の出は昨日は午前5時51分です。私は毎朝午前5時過ぎには起きていますので、この時期は起きて新聞を取りに行くとまだ真っ暗です。朝の用事を色々しているうちにだんだんと空が白んできます。そのような夜明けの空が明るんできた頃のことを「あけぼの」と呼ぶそうです。「枕草子」の「春はあけぼの」のあの「あけぼの」です。清少納言ではないですが私もこのあけぼのが好きでして、だんだんと明るくなってくることで「ああ、新しい一日が始まるな。神様は今日どんなことをなさるんだろう。」と新しい一日に希望が湧いてくるのです。もちろん日によっては「今日も一日が始まるのか。憂鬱だな」と思う日もありますが、それでもやはり新しい一日が始まる、新しい日が神様に与えられたということは嬉しいことだと思います。
「明けない夜はない」とはよく言われる言葉ですが、どんなに苦しい状況であっても必ず朝は来るのです。明るい光が差し込む朝は必ず来るのです。今日の聖書箇所に出てくるザカリアはそのことを身を持って経験した人です。そしてザカリアは神様を讃美をしたのです。それが本日私たちに与えられました聖書箇所である「ザカリアの預言（賛歌）」です。このザカリアの賛歌はラテン語の冒頭の言葉から「ベネディクトゥス」と呼ばれています。

2 
　　祭司ザカリアとエリサベトの夫婦に子どもが与えられました。もうすでに年老いていた二人に子どもが与えられました。近所の人たちはお祝いに集まって父親から「ザカリア」と名前を付けようとしましたが、エリサベトは「いいえ、名はヨハネとしなければなりません」と天使がザカリアに命じたとおりに名前を付けるよう主張しました。口が利けなくなっていたザカリアも「この子の名はヨハネ」を字を書く板に書くとたちまち口が利けるようになってまず神様を讃美したのです。近所の人々は畏れを感じたのです。「いったい、この子はどんな人になるのだろうか」ヨハネの誕生を聞いた人たちは皆心に留めたのです。
　　そして聖霊に満たされたザカリアが預言をしたのが「ザカリアの賛歌」です。このザカリアの賛歌は68～75節までの前半と76～79節の後半の二つに分かれています。68～75節までの前半では旧約聖書の出エジプトの出来事、さらにはダビデ王の家系から神様が約束して下さった救い主が生れることが記されています。神様がアブラハムに約束して下さった救いの約束を決して忘れることなく覚えていてくださり、救い主が到来するそのことを神様に感謝をして褒めたたえているのです。
　　ザカリアは希望を失っていた子供を与えられたのですから、子どもが与えられたことを喜んで神様に感謝するのかと思いきや、決してそうではなく、マリアのお腹の中にいる救い主がまもなく誕生する、神様の救いの偉大な御業がなされようとしているのをイスラエルの民を代表するかのように喜び褒めたたえるのです。
　　「幼子よ」で始める76～77節ではようやく与えられた幼い我が子ヨハネがいと高き方救い主イエス・キリストの預言者と呼ばれることを語ります。そして、主に先立つ者として、主の道備えをする者として神様に用いられる喜びを語るのです。さらに後に洗礼者ヨハネと呼ばれる我が子が「罪の赦しによる救い」を知らせるその働きをする者となることを告げるのです。

3 
　　そして78～79節でこれは他でもない神様の憐れみであることを語るのです。この神様の憐れみによって「高い所からあけぼのの光が我らを訪れ、暗闇と死の陰に座している者たちを照らし、／我らの歩みを平和の道に導く。」と語るのです。洗礼者ヨハネが先立つ者として指し示し、道備えをして、罪の赦しによる救いを知らせるのはその後に主が来るからです。今はまだマリアのお腹の中にいる救い主イエス・キリストが来られるからです。ザカリアはその喜びを告げるのです。その喜びは「高い所からのあけぼのの光が我らを訪れ」と告げます。
　　日の出前、空がだんだんと白んできます。それまで真っ暗で何も見えなかったのに、少しずつ景色もまた人の顔も見えるようになってきます。暗闇が支配した夜は去り、朝が来るのです。あけぼのの光によって暗闇が明るく照らされていくのです。「今日も一日がんばろう。神様は今日はどんなことをなさるのだろうか」と新しい一日を希望を持って始めることができるのです。
しかし、あけぼのの光に照らされても、そのように思えない人もいるのも事実です。暗闇が支配する夜の闇のように心の中までも闇が支配している人がいます。死の陰に怯えてうずくまっている人がいます。日が昇ってだんだんと周りは明るくなっているのに、そこだけ日が差さない日陰にうずくまって座っている人がいるのです。
そのような人たちにはあけぼのの光は届かないのでしょうか。聖書には「高いところからのあけぼのの光」と記されています。あけぼのの光はまだそれほど高くないところから照らします。それが時間と共に日が昇って行きます。朝には長かった日影が段々と短くなります。昼間には太陽は真上に上ります。それによって日差しが強くなり、影が短くなります。朝には光が届かなかったところにも光が届くようになります。高いところからのあけぼのの光はそのように光が届かないと思われているような暗闇と死の陰に座している者たちをも明るく照らすのです。高いところからのあけぼのの光は、もうあけぼのではないでしょう。けれども、新しい一日が始まる新しいことが始まるそのような希望をもたらしてくれるあけぼのの希望の光です。暗闇を照らす高いところからの希望の光が暗闇と死の陰に座している者たちのもとに届くのです。
　　ザカリアは「高い所からのあけぼのの光が我らを訪れ」と語ります。暗闇と死の陰に座している誰か他の人たちというのではなく、ザカリアも含めた我らです。ザカリアはこの私のところにもあけぼのの光、希望の光が訪れたと喜ぶのです。ザカリアもまた子供が与えられず、いつのまにか形だけの祈りになり形だけの礼拝になって希望を持つことができなかったのです。神様を信じたいけれども、神様の言葉を信じたいけれども、祈っても祈っても叶えられない中で、その信仰が揺らいでいたとも言えるでしょう。そして、多くのイスラエルの民と同様になかなか実現しない救い主の誕生を信じて待つことができなくなってしまっていたと言えるのです。それが天使ガブリエルへの言葉に現れていました。「何によって、わたしはそれを知ることができるのでしょう。わたしは老人ですし、妻も年をとっています。」（1：18）。
　　でも、そんないわば暗闇と死の陰に座している者であるザカリアに高い所からのあけぼのの光が訪れたのです。希望の光が訪れたのです。子どもが与えられるだけではなく、与えられた子供が救い主の道備えをする者として用いられる。何よりも、救い主が来られるのです。高い所からのあけぼのの光、希望の光、暗闇を照らす光なる救い主が来て下さるのです。
救い主イエス様はその光で「我らの歩みを平和の道に導く」と語ります。高い所から照らすその光で今まで暗闇で見えなかった平和の道を明るく照らして、その平和の道に私たちを導いて下さるのです。「この道が平和の道なんだよ」と私たちが道に迷ったり道を踏み外したりしないようにイエス様は明るく照らして下さるのです。
　　イエス様が明るく照らして下さる「平和の道」は私たち人間が考えるようなただ単に戦争がない平和の道とは違います。イエス様が明るく照らして下さる「平和の道」は主の平和の道です。それは神様と人間の和解による平和の道です。神様につくられ神様に愛されているにも関わらず私たち人間は神様から離れて好き勝手にその道を歩んできました。その道は罪の道であり、暗闇の道であり、滅びの道です。しかし、神様はそのような私たち人間を決して見捨てることなく、アブラハムとの約束して下さったその救いをしっかりと覚えていてくださり、神様の方から私たちを赦して下さるのです。それこそがイエス・キリストです。神様が私たちの罪のために愛する御子イエス様を私たちのもとに人間の姿で生まれさせてくださいました。十字架に掛けるためです。十字架に掛けて私たちの罪を贖い、私たちを救ってくださるためです。私たちは神様に赦されるに値しない者であるにも関わらず、神様の方からイエス様の十字架と復活によって和解して下さり、私たちを平和の道に導いて下さるのです。十字架と復活による平和の道へと私たちを導いて下さるのです。
　　イエス様は言われます。「わたしは道であり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父のもとに行くことができない。」（ヨハネ14：6）ご自分が道であり、真理であり、命であるイエス様はご自身の十字架と復活によって私たちを永遠の命に至る道に導いて下さるのです。その希望の道を、喜びの道を私たちはイエス様によって明るく照らされてその一歩一歩を踏みしめて歩んでいくのです。
　　「我らの歩みを平和の道に導く」は新しく出た聖書協会共同訳聖書では「我らの足を平和の道に導く」と訳されています。「歩み」ではなくて「足」と訳しています。そして導くのところに注があって「別訳「まっすぐに向ける」と記されています。イエス様が私たちの足を永遠の命に至る希望の道へとまっすぐに向けてくださるのです。右にも左にもそれないように、ましてや後ろに足を向けてしまわないように、イエス様が私たちの足をまっすぐに向けてくださる、何かそのような姿が想像できるのです。イエス様が私たちの足をまっすぐに向けてくださるからこそ、ふらふらとした歩みであっても、違う方向に進みそうになったとしても、その都度イエス様が私たちの足をまっすぐにむけてくださり、私たちは信仰の歩みを永遠の命の道をまっすぐに歩んでいけるのです。
　　私たちはそれでもふらふらしたり、離れたり、暗闇でうずまってもう歩けないとしゃがみこんでしまうことがあるでしょう。それでもイエス様はその都度私たちの足をまっすぐに向けてくださるのです。高い所からのあけぼのの光であるイエス様は永遠の命に至る希望の道を明るく照らして下さり、私たちの足をまっすぐに向けてくださり共に歩んで下さるのです。だからこそ、私たちは永遠の命の道を希望の道をまっすぐに讃美をしながら歩んでいくことができるのです。

2

